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概要:損失係数の測定の際， FFTで使用するウインドウ関数が原因で

発生する誤差についての議論はあまりなされていないようであるが 2

層型制振材料ラウンドロピンテストWGでも論議になり，実験も含めて

検討を行った。
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1 .はじめに

ウインドゥ関数，損失係数，ズーム分析

損失係数測定の際， FFTのウインドゥ

関数が原因で生じると思われる誤差につい

て検討した。ウインドゥ関数については参

考資料 lに詳しいが，使用するウインドゥ

関数により損失係数測定に下限値があるこ

とが予測される o ここでは実際に FFTに

よる実験結果からウインドゥ関数使用法を

考察する o

2.周波数応答関数推定における時間窓の

影響

FFTで周波数応答関数求める場合は一

般的にはランダム信号の場合は，入力端子

にランダム信号を加えたときの入力信号

と，出力信号聞のクロススベクトルを入力

のパワースベクトルで割って求めている o

よく知られていることであるが，式(1 )に

その経過を示す。

X(k)市 Y(k) X(k)*X(k)H(k) 

X(k)* X(k) X(k)市 X(k)

X(k)* X(k) 
= __.. . H(k)=H(k) ( 1 ) 

X(k)申 X(k)

ところが，入出力信号のFFTを行うと

きには，有限な長さのデータを切り出さな

ければならない。ただ切り出しただけでは

スベクトルの推定値が好ましくないのが分

かっているので，一般的にはハニング窓の

時間窓を掛ける。ただ切り出しただけの場

合は，方形波の形の窓を掛けたことにな

る。従ってFFTで求められた周波数応答

関数は式(1 )ではなく式(2 )の結果になる o

FFT lx(n)w(n)f *FFT ly(n)w(n)f 
H(K)= 

FFT lx(n)w(n)f *FFT lx(n)w(n)f 

、胸、・・7草、-¥..-、、

|X(k)*W(k)f * lY(k)*w(k)f 

lX(k)*W(k)f * lX(k)*w(k)f 

x(n)は入力系列， X(k)はそのFFT

y(n)は出力系列， Y(k)はそのFFT

(2 ) 

式(2)の右辺は式(1 )のように簡単な形に

はならない。しかし普通の時間窓関数のF

FTはそんなに複雑ではなく，例えばハニ

ング窓の場合は下記の(3)式の様に 3項目

だけになる D それに入力信号系列がランダ

ム系列で，スペクトルが一様であることを

利用すると，式(2)は次のような簡単な形

になる。

H (k)=~ 10. 25'H (k-l)+H (k)+O. 25・H(k+1) I 
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